
質問
紹介

2020年11月通常会議

市民の願い、実現せまる
あらゆる手段で困窮する市民を救って！
コロナの収束が見えない状況で、その影響も長期化すること

を見据え、一時的な生活支援から、生活再建に繋がるきめ細や
かなものへと、支援のあり方を見直すことが切実に求められて
います。
林市議は、国の支援策の期限切れへの対応や継続した支援策、

社協や福祉窓口の相談体制の強化、セーフティネットとして生
活保護の申請をためらわせないための広報などを求めました。

紹介
林まり 市議

安心して暮らせる市営住宅へ

文化芸術の振興・支援、
AEDの活用について

その他の質問項目

管理人への
説明会はし

た。共益費の負担
軽減は難しい。な
ど、入居者に寄り
添わない答弁に終
始しました。

市は

負担軽減で、必要な介護の保障を
介護保険制度が始まって20年。保険料は２倍以上に跳

ね上がり、高齢者の負担は限界にきています。
来年度は保険料改定の年です。利用料も引き上げられ

サービスの利用を控える市民も多く、杉浦市議は、これ
以上の負担は「保険あっ
て介護なし」の状況を深
刻にするだけだと指摘。
介護を保障するために保
険料・利用料の軽減を行
うよう求めました。

市民病院、市総合計画の
実行計画案について

その他の質問項目

保険料は給付
の見込みから

算定するもので、利
用料の減免は国の制
度を周知すると、市
独自の軽減には言及
しない冷たい答弁で
した。

市は

杉浦とも子 市議

障がい者福祉、ごみ削減・リサイクルについて
その他の質問項目

生活保護制度を知らせるチラ
シなどを早急に支所や支援機

関に配置すると答えたものの、その
他は関係機関との連携や柔軟に対応
するといった答弁に留まりました。

市は

責任ある公共交通政策示せ！

地域住民・交通事業
者と費用負担、役割

分担について協議し、持続
可能な移動手段を確保した
いと答弁しましたが、市の
責任を明確にした具体策は
示されませんでした。

市は

不法投棄・産廃問題について
その他の質問項目

小島よしお 市議市内各地でバスの減便や廃止、運賃値上
げが続いています。一方で、高齢者の運転
免許証の自主返納も増加しており、市民生
活を維持するための公共交通の確立は待っ
たなしです。地域や市民ボランティアによる
移動支援も、運転手の高齢化や車の確保・
維持などの負担が限界に達しています。
小島市議は、市が主体となって明確な交

通政策を示すべきと、市の姿勢を質しまし
た。
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請
願

気候非常事態宣言とCO2排出
量実質ゼロの目標達成をめざ
すことを求める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意
見
書
案

高齢者の医療費窓口負担の引
き上げ中止を求める ○ × × × × × ○ ×

コロナ禍での営業や雇用を守
る支援の継続・拡充を求める ○ × × × × × × ×

○＝賛成、×＝反対　（他に７件の意見書案が提出されました）

気候危機対策を！

請願に全会派賛成

質問

コロナ禍・自殺を防ぐ緊急対応を
非正規雇用の切り捨てや収入の減少な

ど、コロナ禍で先行きが見えず、全国で
も大津市でも自死をされる人が増加して
います。とくに女性と若者が深刻で、柏
木市議は、自殺対策の強化を求めまし
た。
市の自殺対策は保健所が担っていて、

新型コロナの感染対応に追われていま
す。正規職員での専任の体制をつくり、
相談や福祉につなげることが必要です。

計画に沿い着実
に対策していく

と言いながら、職員体
制の強化には触れませ
んでした。

市は

柏木けい子 市議

新型コロナ検査・医療体制、
開発地周辺の安全対策、骨
髄ドナー登録について

その他の質問項目

　大津市のすべての計画の基礎とな
る「大津市総合計画」第２期実行計
画案は、切実な市民の願いが反映さ
れておらず、市職員の期末手当減額
は、賃金引き下げの悪循環につなが
るため反対しました。
　コロナ対策の１人10万円の特別定

額給付金を、今年３月31日までに生
まれた新生児にも支給する予算案
は、全会一致で可決されました。
　市民からの請願も採択されました
が、党市議団が提案した暮らしや民
主主義を守るための意見書は、反対
多数で否決されました。

市民の困難に後ろ向きの議会コロナ禍
真っただ中

11
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案

大津夜回りの会が取り組む越冬支援のつどい

たてみち秀彦 市議今年度から、市営住宅の管理を
民間企業に任せる指定管理者制度が導
入され、入居者から様々な不安の声が
上がっています。また共益費の算出方
法にも問題があり、見直しが必要です。
たてみち市議は、そもそも指定管理

はそぐわないことを指摘し、責任は市
にあり、入居者に丁寧な説明と対応を
すること、共益費の負担軽減など住環
境の改善を求めました。
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暮らせるように
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